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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月29日に提出した第143期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

６　研究開発活動

 

３【訂正箇所】
　訂正前における下線部分を削除いたします。

　

　第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　６　研究開発活動 　

　

 　（訂正前）

 　当社グループの研究開発活動は、平成19年（2007年）４月より始まった中期経営計画（平成20年３月期～平成23年　

 ３月期）において設定された目標に沿って、世界ナンバー・ワンのガラス・メーカーとなることを目指して実施され

　 ております。

 　当社グループの研究開発部門は、建築用ガラス・自動車用ガラス・機能性ガラスの各事業部門のニーズに応じて各

 事業固有もしくは共通の技術を提供する機能を有しています。各事業部門は、グローバル横断的に研究開発テーマに

 取り組む一方、それぞれの研究開発テーマ自体が相互に関連づけられるよう運営しています。各研究開発テーマは、

 原価低減や新製品開発につながることを最重要目標として、グローバルな視点で設定しております。事業部門での研

 究開発機能は、各事業部門内で新技術の開発や導入について十分な支援を実施できるように、様々な技術基盤を高次

 元に統合した技術部門として組織・運営されております。　 

 　当社グループの研究開発部門は、建築用ガラス・自動車用ガラス・機能性ガラスの各事業部門のニーズに応じて各

 事業固有もしくは共通の技術を提供する機能を有しています。各事業部門は、グローバル横断的に研究開発テーマに

 取り組む一方、それぞれの研究開発テーマ自体が相互に関連づけられるよう運営しています。各研究開発テーマは、

 原価低減や新製品開発につながることを最重要目標として、グローバルな視点で設定しております。事業部門での研

 究開発機能は、各事業部門内で新技術の開発や導入について十分な支援を実施できるように、様々な技術基盤を高次

 元に統合した技術部門として組織・運営されております。

 　当社グループにおける当連結会計年度の研究開発費は、105億円となりました。　

　

 　（訂正後）

　 　当社グループの研究開発活動は、平成19年（2007年）４月より始まった中期経営計画（平成20年３月期～平成23年

   ３月期）において設定された目標に沿って、世界ナンバー・ワンのガラス・メーカーとなることを目指して実施され

   ております。

 　　当社グループの研究開発部門は、建築用ガラス・自動車用ガラス・機能性ガラスの各事業部門のニーズに応じて各

　 事業固有もしくは共通の技術を提供する機能を有しています。各事業部門は、グローバル横断的に研究開発テーマに

   取り組む一方、それぞれの研究開発テーマ自体が相互に関連づけられるよう運営しています。各研究開発テーマは、

   原価低減や新製品開発につながることを最重要目標として、グローバルな視点で設定しております。事業部門での研

   究開発機能は、各事業部門内で新技術の開発や導入について十分な支援を実施できるように、様々な技術基盤を高次

   元に統合した技術部門として組織・運営されております。

 　　当社グループにおける当連結会計年度の研究開発費は、105億円となりました。 　
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